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１。はじめに

　インターネットが普及し，さまざまな情報が

ネット上に公開されるようになってきた。その

中には，過去に印刷物として公開されたものの，

すでに絶版になり入手が難しくなっていた情報

も含まれている。市民レベルでの理解が求めら

れてきている，さまざまな自然災害に対する防

災や地球環境問題への対策について，それらの

情報を活用することを考えた。自然災害を理解

するには，その原因である地震や台風などの自

然現象や，災害を引き起こす背景である土地の

つくりや生い立ちを知ることが必要である（細

山ほか. 2007)。また，地球環境問題について

も，現在の状況だけに目を向けるのではなく，

地層やその生い立ちに秘められた地球全体や，

地域の自然環境の変遷についての理解が必要で

ある。そのために，最近公開された土地条件図

やGoogleMapなどを活用した授業実践を報告

する。

２。地学公開資料活用の授業実践

(1)愛知教育大学附属高等学校の地学授業

　愛知教育大学附属高等学校では，選択地学の授

業の中で，防災教育を行っている(表１)。平成

19年度には，土地条件図やGoogleMapによっ

て，自宅周辺の自然環境を知り，自然災害は活

断層や大雨などの自然現象だけを警戒するので

はなく，住んでいる土地の条件（地盤）がどの

ようなものか知ることが重要であることを理解

する授業を行った。自宅周辺の土地条件図を見

て，注意すべき自然災害と防災について考察し

た（図１）。また，学校や通学途中で被災した場

合についても考察した。

（2）刈谷市立富士松南小学校６年生理科研究授業

　「三好層を調べよう一土地のつくりと変化－」

　平成19年10月に，刈谷市立富士松南小学校

において刈谷市指定研究発表会。理数大好きモ

デル事業研究発表会が催され，６年生理科の研

究授業「三好層を調べよう一土地のつくりと変

化－」を行った。地形図，地質図，土地条件図を

活用して，地域の土地のつくりや生い立ちを知

ることのできる教材を開発し，授業実践を行っ

た。授業についての詳細は，細山ほか(2008)を

参照されたい。

　富士松南小学校は，南北方向に伸びる刈谷市

の北部地域に位置している（図2）。6年生理科

「土地のつくりと変化」の授業のために，小学校

周辺で地層が見られる場所をインターネットで

探し，愛知教育大学に隣接する洲原神社の駐車

場付近に三好層の露頭があることを確認した。

小学校付近には，低地（平野）と低い段丘しか

なく，工事で地面を掘ったりしない限り地層が
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表l．学習指導案
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図1.学校周辺に住む生徒のプリント例
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図2.刈谷市北部地域の地形（国土地理院発行1:25000地形図「知立」より抜粋，原図はカラー）

図3.刈谷市北部地域の地形分類（国土地理院発行1:25000土地条件図「岡崎」より抜粋．加筆，原図はカラー）
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図4.西三河地域地質概略図（山下ほか, 1988,牧野内編図より抜粋．加筆）

見られるような露頭は見つからない。周辺では

富士松東小学校，富士松中学校付近でもほとん

ど同じ状況であり，富士松北小学校の位置で地

層が見える露頭が見つかるようになる。

　いくつかの露頭で地層を検討した結果,「三好

層」を調べることを通して「土地のつくりと変

化」の単元を行うことになった。子どもたちを

つれて三好層を見学し，その構成物を調べるこ

とを取り入れた授業を計画した。

　土地条件図「岡崎」（図3）で地形的な位置を確

認すると，富士松北小学校だけが三好層や挙母

層でできた井ケ谷丘陵の上に位置しており，富

士松東小学校，富士松南小学校，富士松中学校

はいずれも中位段丘（碧海層でできた段丘）の

上になっている。中位段丘は，約12万年前の温

暖化期に海面が現在よりも高くなってできた地

形である。古いので地層がよく固まっていて，地

震の揺れに耐久性がある土地である。約12万年

前を中心とする約１万年の間は，東海地方まで

が現在の沖縄以南と同じ亜熱帯～熱帯の気候に

なった。証拠の化石（現在では沖縄より南にし

かすまないカモノアシガキなど）が知立で発見

されている。この亜熱帯～熱帯の気候によって，

井ケ谷丘陵などの三好層の表面は激しく風化し

て赤色土壌化した。赤色土壌は，亜熱帯～熱帯

の気候で形成されるものといわれている。三好

層も古いので地層がよく固まっていて，地震の

揺れには耐久性がある土地になっている。富士

松南小学校の南側には逢妻川の低地（平野）が

ある。これは今から約6000年前の温暖化期（縄
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文海進）に，現在より海面が3～5m高くなった

ときにできたもの（沖積層）である。新しいの

でよく固まっておらず，地震の揺れには大変弱

い土地である。また，近代になって丈夫な堤防

がつくられるまでは，大雨の度に氾濫（洪水）し

てつくられ続けてきた土地である。したがって，

東海豪雨のように想定外の大雨が降れば，自然

の摂理に従って氾濫を起こす（図3. 4)。

３。おわりに

　今回の報告で取り上げた公開資料は，活用す

ることによって自然災害に対する防災や地球環

境問題への対策に役立てることができるもので

ある。しかし，一般的にはその活用の仕方がわ

からなかったり，存在そのものを知らなかった

りする場合が多い。今後も，授業実践を通して

普及に努め，活用法の開発をしていきたいと考

えている。


